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　「植村直己冒険賞」は、本市出身の冒険家・植村直己さんの人となり
� �

を後世に継承するため
に平成８年に創設したもので、毎年、自然を相手に創造的な勇気ある行動をした人や団体に本
賞を贈っています。
　２月１６日、東京ひょうご倶楽部で２００５年の受賞者の記者発表が行われ、リヤカーを引いて
世界各地を歩き回り、踏破距離が地球１周分の距離４万ｋｍに達した永瀬忠志さん（大阪市在
住、５０歳）が、記念すべき第１０回目の受賞者に決定しました。
　受賞の一報を聞いた永瀬さんは「小さなことをコツコツやってきただけなので恐縮していま
す。私のような者でよろしいのでしょうか」と驚きの様子でした。
　なお、授賞式は、６月３日に日高文化体育館で行う予定です。

〈問合せ〉植村直己冒険館�４４－１５１５

リヤカーを引き世界各地を徒歩踏破（４万ｋｍ）

永瀬忠志さん

旅
の
相
棒
は
リ
ヤ
カ
ー

　

歴
代
冒
険
賞
受
賞
者
に
限
っ
て

み
て
も
、
自
転
車
、
ヨ
ッ
ト
、
熱

気
球
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
が

冒
険
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
永

瀬
さ
ん
の
旅
の
相
棒
は
、
一
風
変

わ
っ
て
い
て
「 
田  
吾  
作 
」
と
称
す

た 

ご 
さ
く

る
リ
ヤ
カ
ー
で
す
。

　
「
リ
ヤ
カ
ー
マ
ン
」と
異
名
を
持

つ
永
瀬
さ
ん
が
初
め
て
リ
ヤ
カ
ー

で
旅
を
し
た
の
は
、
大
学
時
代
の

国
内
一
周
徒
歩
の
旅
で
し
た
。
北

海
道
で
リ
ヤ
カ
ー
を
見
か
け
、
荷

物
を
積
め
る
便
利
さ
か
ら
２
万
円

で
中
古
を
買
い
、
リ
ヤ
カ
ー
と
の

旅
が
始
ま
り
ま
し
た
。　

日
間
で

７０

日
本
を
縦
断
し
た
後
、
幼
い
こ
ろ

か
ら
の
夢
だ
っ
た
海
外
旅
行
も
リ

ヤ
カ
ー
で
果
た
そ
う
と
、　

歳
で

２２

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
。
１
０
０
日

間
か
け
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸

４
２
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
横
断

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、　

歳
か
ら　

歳
に
か

２６

２７

け
て
ア
フ
リ
カ
大
陸
横
断
に
挑
み

ま
し
た
が
、
途
中
、
リ
ヤ
カ
ー
ご

と
盗
難
に
遭
い
、
や
む
な
く
断
念

し
ま
し
た
。
帰
国
後
、
高
校
の
教

先
が
見
え
な
い
人
生
の
方

が
お
も
し
ろ
い

ゆっくり歩いて行こうゆっくり歩いて行こう
作詞・作曲 永瀬忠志作詞・作曲　永瀬忠志

2005「植村直己冒険賞」受賞者決まる

一歩ずつ 一歩ずつ 歩いて行こう一歩ずつ　一歩ずつ　歩いて行こう
ゆっくり ゆっくり歩いていればゆっくり　ゆっくり歩いていれば
それだけ それだけ 多くのことがそれだけ　それだけ　多くのことが
心に 心に 刻まれる心に　心に　刻まれる

一歩ずつ 一歩ずつ 生きて行こう一歩ずつ　一歩ずつ　生きて行こう
ゆっくり ゆっくり生きていればゆっくり　ゆっくり生きていれば
それだけ それだけ 生きてることをそれだけ　それだけ　生きてることを
感じて 感じて 生きて行ける感じて　感じて　生きて行ける

一歩ずつ 一歩ずつ 歩いて行こう一歩ずつ　一歩ずつ　歩いて行こう
ゆっくり ゆっくり歩いていればゆっくり　ゆっくり歩いていれば
たとえ たとえ 道は険しくてもたとえ　たとえ　道は険しくても
くじけずくじけずに くじけずにに　くじけずに　乗り越えて乗り越えて

▲サハラ砂漠の砂にめり込んだ重いリヤカーを前から引きずるように引く。リヤカーには水や食料、旅の装備がたっぷり積んである
　（１９９０年３月サハラ砂漠徒歩縦断中、アルジェリアにて）
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に
挑
戦
。　

年
前
の
冒
険
で
お
世

３０

話
に
な
っ
た
人
た
ち
を
訪
ね
な
が

ら
、
北
海
道
宗
谷
岬
か
ら
鹿
児
島

県
佐
多
岬
ま
で
３
０
０
０
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を　

日
間
で
踏
破
し
ま

７９

し
た
。

　
「
歩
く
の
は
辛
く
、辞
め
る
理
由

を
探
し
な
が
ら
も
、
歩
い
て
よ

か
っ
た
と
感
じ
る
一
瞬
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
美
し
い
自
然
だ
っ

た
り
、
人
と
の
ふ
れ
あ
い
だ
っ
た

り
…
。
そ
の
瞬
間
の
た
め
に
歩
い

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」
と
語

る
永
瀬
さ
ん
。
時
速
５
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
歩
み
で
進
む
「
田
吾
作
」

と
の
旅
は
、
こ
れ
か
ら
も
続
い
て

い
き
ま
す
。

員
と
し
て
勤
務
し
ま
し
た
が
、
こ

の
ま
ま
先
の
予
想
の
つ
く
生
活
を

続
け
て
い
く
こ
と
へ
次
第
に
辛
さ

を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、　

歳
の

３３

と
き
、安
定
し
た
生
活
を
捨
て
、再

度
、
ア
フ
リ
カ
に
戻
る
決
意
を
し

ま
し
た
。
前
回
の
ス
タ
ー
ト
地
点

で
あ
る
ケ
ニ
ア
の
モ
ン
バ
ザ
か
ら

も
う
一
度
挑
戦
し
、
ジ
ャ
ン
グ
ル

や
サ
ハ
ラ
砂
漠
を
越
え
て
、
ゴ
ー

ル
の
パ
リ
に
到
着
、
３
７
６
日
間

か
け
て
１
万
１
１
０
０
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
冒
険
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て
、
中
国
・
タ
ク
ラ

マ
カ
ン
砂
漠
や
モ
ン
ゴ
ル
、
南
米

大
陸
な
ど
世
界
の
主
要
大
陸
を
踏

破
し
、
２
０
０
４
年
に
は
、
歩
行

距
離
が
、
地
球
１
周
分
に
あ
た
る

４
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
到
達
し
ま

し
た
。

地
球
２
周
目
の
旅
に
挑
戦

　

２
０
０
５
年
に
は
、
地
球
２
周

目
の
旅
に
出
発
し
よ
う
と
、
再
度
、

相
棒
の
リ
ヤ
カ
ー
と
と
も
に
、
歩

き
旅
の
原
点
と
な
っ
た
日
本
縦
断

永瀬忠志さんプロフィール

１９５６年、島根県生まれ。
５０歳。荷物を「田吾作」と
名付けたリヤカーに積ん
で歩き、「リヤカーマン」
の異名を持つ冒険家。２
児の父でもある。

■主な冒険経歴
◇１９７５年（１９歳）
　日本縦断（３２００ｋｍ）
◇１９７８～７９年（２２歳）
　オーストラリア大陸横断（４２００ｋｍ）
◇１９８９～９０年（３３～３４歳）
　アフリカ大陸横断・サハラ砂漠縦断（１１１００ｋｍ）
◇１９９８年（４２歳）
　モンゴル縦断（８６４ｋｍ）
◇２０００年（４４歳）
　中国・タクラマカン砂漠縦断（５９０ｋｍ）
◇２００１年（４５歳）
　アフリカ・カラハリ砂漠縦断（５９１ｋｍ）
◇２００３～０４年（４７～４８歳）
　南米大陸縦断（８８００ｋｍ）
◇２００４年（４８歳）
　沖縄１周（３１２ｋｍ）し、総距離が地球１周４万ｋｍ 
　到達
◇２００５年（４９歳）
　日本縦断（３０００ｋｍ）

■著　書
『田吾作号の冒険』『田吾作、アフリカを行く』 
『サハラてくてく記』『アジアてくてく記』『リヤ
カーマン』

▲ジャングルの村で一晩テントを張って寝た。朝、子どもたちが集まって来た。
言葉は通じないが、身振り手振りで旅の話をした（１９８９年９月アフリカ大陸
徒歩横断中、コンゴにて）

▲３０年前の冒険でお世話になった人たちにお礼を言いながら再び日
本を歩いた（２００５年８月日本徒歩縦断中、大分県にて）


